
号 内　　容 執筆者 判・頁 価格(円)

館報1号　［1996年（昭和41年）発行］　 B5判 絶版
鳳来町付近の鹿塩圧砕岩中のジルコン 林　唯一 2
ほとけどじょう探険記 大平　仁夫 2
ホソバシャクナゲ（エンシュウシャクナゲ） 高木　典雄 3
故丸山廉先生を偲ぶ 柿原　喜多朗 3
昭和40年度博物館のおもなあゆみ 4

館報2号　［1968年（昭和43年）発行］　 B5判 絶版
第三紀設楽火山の莫大量の酸性マグマの起源は？ 林　唯一 3
新に県指定となった東三河の天然記念物 高木　典雄 3
マン談 堀　正和 4
水素イオン濃度（PH）のこと 柿原　喜多朗 4-5
昭和42年度博物館のおもなあゆみ 6

館報3号　［1970年（昭和45年）発行］ B5判 絶版
珍しい植物 高木　典雄 2-3
奥三河のは虫類 原田　猪津夫 3-5
堆積岩・変成岩および火山岩に含まれるジルコン 仲井　豊 5-6
村松英一氏の鳳来寺山詠 鈴木　太吉 6-7
昭和44年度博物館のおもなあゆみ 8

館報4号　［1971年（昭和46年）発行］　 B5判 絶版
奥三河の野ばら 鳥居　喜一 2-3
貝の証言 原田　一夫 3-5
横ずれ断層と川の曲がり 菅谷　義之 5-6
故山本寅代氏のご逝去を悼む 柿原　喜多朗 7
昭和45年度博物館のおもなあゆみ 8

館報5号　［1972年（昭和47年）発行］　 B5判 絶版
ウスバシロチョウの生いたち 大平　仁夫 1
「どんどん」の観察 鳥居　孝一 2-3
鳳来寺山に宿題のラン 井波　一雄 3-5
昭和46年度博物館のおもなあゆみ 6

館報6号（特別号）［1974年（昭和49年）発行］ B5判 絶版
開館10周年を経て 大原　廣 2
鳳来寺山自然科学博物館続編 柿原　喜多朗 2-5
博物館10年の歩み 5-8
昭和48年度の博物館の歩み 8-9

館報6号　［1974年（昭和49年）発行］　 B5判 絶版

鳳来寺山の蘚類生態
高木　典雄
成田　務

1-11

植物50年－鳥居喜一氏に聞く－ 鈴木　太吉 12-15
鳥の剥製標本の保存と手入れ法 原田　猪津夫 16

親子で地形地学を学ぶ会へ参加して
三橋　一夫
三橋　結実

17

館報7号　［1978年（昭和53年）発行］ B5判 200
野生ランの殖やし方 三津井　宏 1-3
鳳来寺山のまわりの岩石 横山　良哲 4-5
本坂トンネル内の地質 菅谷　義之 6-9
博物館の新しい展示紹介 9-11
52年度の特別展示 12-20
52年度に行われた博物館の行事 20
鳳来町の木と花 21

博物館刊行物総目録

館　 　報



館報8号　［1979年（昭和54年）発行］　絶版 B5判 絶版
 

三河地方のカミキリムシ（Ⅰ）－文献資料編－
大平　仁夫
山崎　隆弘

1-20

三河で採集したカミキリムシ 原田　猪津夫 21-27
第19次南極観測隊の地質調査と当博物館所蔵の南極産岩石 仲井　豊 28-34
博物館活動 35-43
松原益太先生を偲ぶ 高木　典雄 44-45
博物館学習会の実施記録 46
博物館管理の一日 47
館報15年のあゆみ 48

館報9号　［1980年（昭和55年）発行］ B5判 300
天野コレクション概報（その1）－陸貝の部－ 原田　一夫 1-12
鳳来町の自然は果して保護されているだろうか 鳥居　喜一 13-17
博物館活動 18-40
博物館活動と管理 41-43
自然をさぐるみんなの博物館　博物館の広報活動 松井　保 44-46

館報10号　［1981年（昭和56年）発行］ B5判 300

設楽盆地中央部にみられる安山岩岩脈とその成因について
横山　良哲
浦川　洋一

1-14

普遍的な植物で意外な珍品？にもっと関心を（ミゾハコベにことよせて） 井波　一雄 15-19
博物館活動 20-33
博物館活動と管理 34-35
自然と人生と博物館 松井　保 36-44
見学者の声と心 45-48

館報11号　［1982年（昭和57年）発行］ B5判 300
茶臼山の蘚類植物 高木　典雄 1-6

巣山火砕岩層産の花粉化石
神谷　吉彦
吉野　道彦
林　唯一

7-14

野生ユリの保護に関心を－鳳来寺山自然科学博物館のユリ展に寄せて－ 松井　保 15-27
日本と外国のユリ展 清水　基夫 28-31
博物館活動実績紹介 32-56

館報12号　［1983年（昭和58年）発行］ B5判 300
故柿原喜多朗先生を偲ぶ 酒井　榮吾 1-4
故藤城豊さんを偲んで 鳥居　孝一 5-14
梅村甚太郎先生と仏法僧 松井　保 15-30
天野コレクション概報（その2）－淡水貝の部－ 原田　一夫 31-34
博物館活動実績紹介 35-52
続　自然と人生と博物館 松井　保 53-66

館報13号　20年の歩み　［1983年（昭和58年）発行］ B5判 300
開館20周年を祝して 夏目　克己 1-2
謝辞 星野　雅良 3
博物館の組織 4
博物館施設の概要 5
博物館施設の案内図 6
鳳来寺山自然科学博物館20年の歩み（年表） 7-8
博物館の学術部門 9-10
博物館の活動 11-22
博物館の発刊物 23-26
博物館建設の裏ばなし 加藤　猿子 27-30
開館20周年－「岩」と岩脈のことども 酒井　榮吾 31-32
博物館20年の懐古－柿原先生　博物館の母体，そして地学部門の展示－ 林　唯一 33-34
溶結凝灰岩 林　唯一 34
博物館と柿原氏二代 鈴木　太吉 35-37
博物館開館20周年を迎えて 高木　典雄 38-41
博物館の動物班のことなど 大平　仁夫 42-43
博物館の発展のために 仲井　豊 44-45
故藤城豊さんに感謝 松井　保 45
博物館20年の思い出　博物館研究委員会のこと 牧野　彦二 46-47
博物館づくりを考える 星野　雅良 48-50
博物館員の喜び 松井　保 51-53
博物館をささえた人々 54-55
博物館運営審議会委員名簿 56
博物館の館員 57



館報14号　［1984年（昭和59年）発行］ B5判 300
松野更一氏が採集した三河地方のコメツキムシについて 大平　仁夫 1-12
セリサイトを産出する三信鉱山 菅谷　義之 13-14
開館20周年記念式典 15-22
博物館活動実績紹介 23-44
鳳来町の動植物と博物館 松井　保 45-56

館報15号　［1985年（昭和60年）発行］ B5判 400

設楽火山岩類の化学組成と比重
遠西　昭寿
隅山　裕志

1-6

鳳来寺山の甲虫類（Ⅱ） 大平　仁夫 7-10
三河で採集したカミキリムシ（2） 原田　猪津夫 11-26
博物館活動実績紹介 27-46
コノハズクの研究（1）－日本のコノハズク事情－ 松井　保 47-72

館報16号　［1986年（昭和61年）発行］ B5判 400

富田晶氏寄贈の「県民の森」蛾類，その他の昆虫類について 大平　仁夫 1-26

カワブチゴケとその生態 高木　典雄 27-31

博物館活動実績紹介 33-52

コノハズクの行動－新聞記事が残してくれた野鳥史 松井　保 53-80

館報17号　［1987年（昭和62年）発行］ B5判 500
干上った鳳来湖（宇連ダム）湖底のコケ植物 高木　典雄 1-9

鳳来寺山のキノコ
三津井　宏
山田　弘

11-18

有海の道路工事で産出した長篠累層の化石と地名の語源について 横山　良哲 19-26
博物館活動実績紹介 27-52
小さな地域自然科学博物館の自然誌　広報ほうらい｢自然をさぐるみんなの博物館｣の実践(1) 松井　保 53-92

館報18号　東三河の自然と人を語る　［1988年（昭和63年）発行］ B5判 1,000
開館25周年に寄せて－三浦宗次郎技師、佐藤傳蔵教授と日本地質学会－ 酒井　榮吾 1-2
鳳来寺山付近の化石（林,1973）の再検討 林　唯一 3-14
東三河とその周辺の第四紀哺乳動物化石産地 河村　善也 15-18
東三河産キセルゴケ類の蘚類 高木　典雄 19-26
東三河の植物採集の思い出 鳥居　喜一 27-42
東三河の山を歩く 三津井　宏 43-48
三河地方のコメツキムシ雑記（1） 大平　仁夫 49-54
奥三河を中心としたカトカラについて 原田　猪津夫 55-60
コノハズクの受難と保護－東三河地方の事例 松井　保　 61-72
柿原喜多朗先生にお伴して 横山　良哲 73-76
故藤城豊氏の寄贈標本－野鳥の巣と卵－ 松井　保 77-82
博物館の運営管理と活動－小さな努力と体験と証言－ 松井　保 83-102



館報19号　あしもとに学ぶ郷土の自然　［1989年（平成1年）発行］ B5判 600
動物の足跡化石 菅谷　義之 3
鳳来町分野産の獏の上あご化石 林　唯一 4
溶結凝灰岩 林　唯一 5-6
領家帯 仲井　豊 7
松脂岩（ピッチストン） 遠西　昭寿 8
豊川の段丘 河村　善也 9
よく人の口に上る気象俚諺について 牧野　彦二 10
鳳来寺スギ 高木　典雄 13
県の木　ハナノキ 高木　典雄 14
ホソバシャクナゲ 井波　一雄 15
マルバノキ（ベニマンサク） 高木　典雄 16
セッコク 三津井　宏 17
岩壁の地衣イワタケ 高木　典雄 18
スッポンタケ類のキノコについて 三津井　宏 19
イクビゴケ（猪首ゴケ） 高木　典雄 20
生きた化石こん虫ヒメハルゼミ 大平　仁夫 23
クロスズメバチの話 大平　仁夫 24
魚の婚姻色 大平　仁夫 25
アユの放流 堀　正和 26
ニホンカモシカの受難 松井　保 27
どこにいるハクビシン 鈴木　利久 28
北進するアオマツムシ 大平　仁夫 29
森の狩人スズメバチ 大平　仁夫 30
キツネ 原田　猪津夫 31
面白い猿害対策の話 松井　保 32
郷土の自然に学ぶ－狐　狸　猿－ 松井　保 35-60
自然雑話－ネコギギと山の芋のこと－ 松井　保 61-74

館報20号　［1989年（平成1年）発行］ B5判 600
三河地方のコメツキムシ雑記（2） 大平　仁夫 1-5
百間滝 菅谷　義之 7-12
日本のユリ－清水基夫氏の寄贈標本と解説－ 松井　保 13-34
博物館活動実績紹介 35-54
小さな地域自然科学博物館の自然誌　広報ほうらい｢自然をさぐるみんなの博物館｣の実践(2) 松井　保 55-92

館報21号　［1990年（平成2年）発行］ B5判 600
愛知県に産する野生梨の消息 高木　典雄 1-8
三河地方のコメツキムシ雑記（3） 大平　仁夫 9-13
続日本のユリ－ユリ研究家清水基夫氏を偲ぶ－ 松井　保 15-28
博物館活動実績紹介 29-52
鳳来寺山の佛法僧－ラジオ実況放送の時代と人をめぐって－ 松井　保 53-104

館報22号　旧三輪村の方言と自然　［1991年（平成3年）発行］ B5判 700
三輪村方言集－旧愛知県北設楽郡三輪村のくらし－ 山本　隆 1-53
山本隆さんと私のこと 林　正雄 54-56
旧三輪村の自然－山本隆さんが探索したフィルド－ 松井　保 57-81
宇連ダムの話－三輪タイムスを読む－ 松井　保 82-106

館報23号　［1992年（平成4年）発行］ B5判 600

設楽火山岩類の主要化学組成の特徴

沢井　誠
楯真　美子
長谷川　良美
設楽団体研究
グループ

1-14

愛知県鳳来町での中央構造線上の活断層の発見
設楽団体研究
グループ

15-21

古地磁気から見た設楽火山岩類～特に瀬戸内区における比較～
小池　三洋
設楽団体研究
グループ

22-35

棚山林道沿いの設楽層群について

吉村　暁夫
安部　浩靖
設楽団体研究
グループ

36-46

津具金山－故藤城豊氏の業績をめぐって－ 松井　保 47-72
鳥居孝一先生の思い出 菅谷　義之 73
鳥居孝一先生追慕 松井　保 74-76
鈴木新一先生を偲ぶ 牧野　彦二 77-78
鈴木新一先生を偲んで 横山　良哲 79-80



館報24号　鳳来寺山自然科学博物館30年史　［1994年（平成6年）発行］ B5判 700
鳳来寺山自然科学博物館30周年式典　開催経過概要 1-25
30年の歩み 26-38
自然調査研究及び博物館活動事例研究の経過 39-46
博物館友の会活動 47-49
歴代博物館学術委員と現況 50-52
博物館30年をふり返って 53-60
　二、三の展示コーナーについての追想 林　唯一 61-63
　博物館はどこまで発展してきたか 仲井　豊 64
　「ある日」のできごと－博物館を考える－ 遠西　昭寿 65
　博物館学習会 菅谷　義之 66
　博物館を一生の友に 高木　典雄 67-68
　鳳来寺山自然科学博物館雑想 鳥居　喜一 69
　博物館の30年をふりかえって 大平　仁夫 70
　鳳来寺山自然科学博物館設立の頃－三つの出合い－ 原田　一夫 71
　鳳来寺山自然科学博物館と剥製講習会 原田　猪津夫 72-73
　開館のころの思い出 牧野　彦二 73-74
　博物館活動のよろこび 加藤　貞亨 74
　博物館雑話－みんなに知らされていない博物館誌－ 松井　保 75-115

館報25号　［1996年（平成8年）発行］ B5判 600

新たに見出された鳳来町長篠の中央構造線
菅谷　義之
加藤　貞亨

1-6

故鳥居喜一氏が東三河で採集された植物 牧野　彦二 7-50
行事案内に執筆された自然記事

　百間滝 菅谷　義之 51
　ラン科　エリドフィネチア 三津井　宏 51
　ネコギギ 堀　正和 52
　土を調べる 遠西　昭寿 52
　スズメ（ハタオリドリ科） 原田　猪津夫 53
　変わった葉のつき方 高木　典雄 54
　地層の観察 河村　善也 54
　鳳来寺山のセッコク 三津井　宏 55
　タカチホヘビ 原田　猪津夫 55
　火成岩の多様性と分類図の問題 遠西　昭寿 56
　生きた原始昆虫ガロアムシ 大平　仁夫 56
　寄生植物　ヤドリギ 高木　典雄 57
平成6年度博物館事業 58-82

館報26号　［1997年（平成9年）発行］ B5判 2,500
愛知のヤスデ 緒方　清人 1-22

鳳来寺山北東部の設楽層群にみられる砕屑性岩脈についての予報
入月　俊明
高橋　徹

23-29

鳳来町・長篠医王寺断層の新露頭とその延長について 横山　良哲 31-40
鳳来寺山の維管束植物 加藤　等次 41-74
鳳来町の菌類（1） 加藤　貞亨 75-84
平成7年度博物館事業報告 85-94

館報27号　［1998年（平成10年）発行］ B5判 2,100
豊川河川敷に生息するミズギワコメツキ類（コメツキムシ科） 大平　仁夫 1-4
鳳来町の菌類（2） 加藤　貞亨 5-12
乳岩の植物 加藤　等次 13-32
水生生物調査からみた音為川 西本　ふたば 33-37
1,000m近くの地層の沈下を示す、湯谷6号泉の掘削データ 横山　良哲 39-44
行事案内に執筆した自然記事
　ラン科　クモラン 三津井　宏 45
　活断層と地震 菅谷　義之 45
　「礫」のはなし 遠西　昭寿 46
　多足類 緒方　清人 46
酒井榮吾先生を憶う 仲井　豊　 47-48
酒井榮吾先生寄贈資料について 49-54
故山本隆さん　鳳来植物図譜とその功績 加藤　等次 55-57
平成8年度博物館事業報告 58-68
はくぶつかんだより№37～№42 加藤　貞亨 69-74



館報28号　［1999年（平成11年）発行］ B5判 3,000
設楽南部の中央構造線右雁行配列部の地質 林　唯一 1-18

愛知県鳳来町と中国山東省山旺産のバク類化石
河村　善也
藤田　正勝

19-28

大島ダム湖岸道路に見られる地質現象 菅谷　義之 29-36
標本として注目される奥三河の鉱物と岩石 横山　良哲 37-46

崖崩れ防護用コンクリート壁面に発生するコケ植物－鳳来町にて－
高木　典雄
加藤　貞亨

47-54

香りと匂いの博物学 三津　井宏 55-62
鳳来寺山植物のうつりかわり 加藤　等次 63-68
鳳来寺山の甲虫類の分布概要 大平　仁夫 69-74
愛知県のサンショウウオ 原田　猪津夫 75-78
鳳来町の貝類相の再検討 原田　一夫 79-90
愛知県鳳来町音為川の魚類 堀　正和 91-94
鳳来町海老の川の魚（方言ととり方） 牧野　彦二 95-100
鳳来寺山の真正クモ類（Ⅱ） 緒方　清人 101-120
鳳来町のコノハズクの生息状況について 加藤　貞亨 121-126
白雪の『大野辺聞書』に就いて（上） 鈴木　太吉 127-138

館報29号　［2000年（平成12年）発行］ B5判 1,000
豊川河川敷で見かけられるコメツキムシ類 大平　仁夫 1-4

姿を消したと思われる鳳来寺山蘚類の3種
高木　典雄
成田　務

5-10

天野コレクション概報（その3）陸産貝類補遺・淡水産貝類補遺・海産貝類 原田　一夫 11-24
寒狭川のトビケラ相－寒狭川が模式産地となった新種のトビケラについて－ 西本　ふたば 25-28
鳳来町の菌類（3） 加藤　貞亨 29-34
鳳来町七郷一色のクロツバメシジミ生息地・町文化財（天然記念物）に指定 横山　良哲 35-36

行事案内に執筆した自然記事
　オオバコと北海道の利尻をくらべる 井波　一雄 37

　「カワゲ
・

ラ
・

」,「トビケ
・

ラ
・

」って何？ 西本　ふたば 37

　「砂岩岩脈」のはなし 入月　俊明 38
　ホウライジギセル 原田　一夫 39
　マタタビ科　マタタビ 三津井　宏　 39
平成9年度事業報告 40-47
平成10年度事業報告 48-59
はくぶつかんだより（№43～№54） 加藤　貞亨 60-72

館報30号　［2001年（平成13年）発行］ B5判 1,000

愛知県東栄町のコメツキムシについて
大平　仁夫
伊藤　六仁

1-8

阿寺の七滝の植物 加藤　等次 9-28
ユリの奇形花について 牧野　彦二 29-32
棚山のオパールとその成因について 横山　良哲 33-44
鳳来町の菌類（4） 加藤　貞亨 45-50
鳳来町の天然記念物の紹介（1） 山田　由乃 51-58
行事案内に執筆した自然記事
　変わり者、ウバメガシ 高木　典雄 59
　気温と降水量の年によるちがい 牧野　彦二 59
平成11年度事業報告 60-76
鳳来寺山自然科学博物館友の会25年間の歩み 加藤　貞亨 77-86
はくぶつかんだより№55～№60 加藤　貞亨 87-92

館報31号　［2002年（平成14年）発行］ B5判 1,500
豊川河川敷で見かけられるコメツキムシ類（続報） 大平　仁夫 1-4
鳳来町のクロツバメシジミを大切に育てよう 大平　仁夫 5
ラミーカミキリ鳳来町に分布 大平　仁夫 6
鳳来町の鳥類 緒方　清人 7-50
鳳来町の気象－アメダスの資料から－ 牧野　彦二 51-72
鳳来町七郷一色のクロツバメシジミについて－七郷一色小学校でのとり組み－ 内藤　善文 73-78
奥三河の水晶産地 横山　良哲 79-84

渥美半島渥美町小塩津のコノハズク観察記録について
加藤　貞亨
鈴木　一夫

85-90

鳳来町の天然記念物の紹介（2） 山田　由乃 91-102
平成12年度行事案内の自然記事の再録

　マツグミ（ヤドリギ科　マツグミ属） 三津井　宏 103
　寒狭川から記載された新種のトビケラ 西本　ふたば 103-104
　岐阜県瑞浪市に分布する明世層 入月　俊明 104
平成12年度事業報告 105-118
はくぶつかんだより№61～№67 加藤　貞亨 119-125



館報32号　［2003年（平成15年）発行］ B5判 1,200
館報28号「設楽南部の中央構造線右雁行配列部の地質」に対して杉山隆二先生からの書簡 林　唯一 1-7
愛知県三河地方に分布するオオクシヒゲコメツキについて 大平　仁夫 9-14
愛知・県民の森の植物 加藤　等次 15-42
三河地方の冬虫夏草菌 木村　修司 43-52
田口鉱山産のパイロクスマンガン石 横山　良哲 53-60
鳳来寺山のホンドモモンガの生息状況 加藤　貞亨 61-68
鳳来町の天然記念物の紹介（3） 山田　由乃 69-82

平成13年度行事案内の自然記事の再録
　トタテグモ類 緒方　清人 83
　台湾中部の集集地震 菅谷　義之 83-84
　カヤラン　ラン科　カヤラン属 三津井　宏 84
平成13年度事業報告 85-98
はくぶつかんだより№68～№74 加藤貞亨 99-105

館報33号「鳳来寺山自然科学博物館40周年記念誌」　［2004年（平成16年）発行］　 B5判 1,200
祝辞 下江　利幸 1
40周年に思う－中興を願って－ 小林　和光 2
一粒の種から 横山　良哲 3
博物館誕生の歴史 4-8
鳳来寺山自然科学博物館年表 9-14
学習会の開催記録 15-32
特別展示の開催記録 33-36
常設展示（耐震補強・改修工事前） 37-42
鳳来寺山自然科学博物館の組織 43
歴代運営審議会委員 44
歴代博物館顧問・学術委員 46-47
学術面を支えてきた顧問・学術委員 48-51
歴代博物館職員 52
博物館友の会 53-54
鳳来寺を詠んだ名吟三句 鈴木　太吉 55-56
展示「鳳来寺山地質断面図」の由来 林　唯一 57-58
参加・体験型博物館を目指して 仲井　豊 59
鳳来寺山自然科学博物館の思い出 菅谷　義之 60-61
先生のための「自然と博物館利用講座」を担当して 遠西　昭寿 62-66
博物館について思うこと 河村　善也 67-68
曽て発表された鳳来寺山の菌類・地衣類の記録 高木　典雄 69-72
鳳来寺山自然科学博物館の思い出 三津井　宏 73
大島川 中西　正 74
鳳来寺山のコメツキムシの分布雑感 大平　仁夫 75
二人の師と天然記念物ネコギギ 堀　正和 78-79
鳳来寺山を摸式とするクモ類とヤスデ類 緒方　清人 80-83
博物館開館の頃と柿原喜多朗先生の思い出 牧野　彦二 84
鳥居喜一先生への思い出 加藤　等次 85-86
鳳来の自然とわたし 山田　由乃 87
なつかしい写真 横山　良哲 88
博物館の活動と今後の課題 加藤　貞亨 89-96

館報34号　［2005年（平成17年）発行］ B5判 1,000
セミヤドリガの幼虫の形態について 大平　仁夫 1-4
鳳来寺山で記録されたツシマトリノフンダマシ 緒方　清人 5-8

大森湿地の植生
中西　正
柴田　美子

9-24

天然記念物の候補に推したい鳳来町の見どころ 横山　良哲 25-34
平成14・15年度行事案内の自然記事の再録

　奥三河の魅力ある鉱物 横山　良哲 35
　カキシメジの毒成分 山田　弘 35
　クロツバメシジミ（しじみちょう科） 大平　仁夫 36
　アブラハヤとタカハヤ 堀　正和 36
　景観の植物群落 中西　正 37
　渥美の海岸の地層 河村　善也 37
平成14年度　事業報告 38-49
平成15年度　事業報告 50-60
博物館の組織 61
博物館の利用状況 62
寄贈館園・人名リスト 63-64
博物館大規模改修工事 65-66
博物館施設の概要 67-69
博物館40周年記念式典 70-83
博物館友の会 84-85
井波一雄先生逝去 86
はくぶつかんだより（№75～90） 加藤　貞亨 87-102



館報35号　［2006年（平成18年）発行］ B5判 1,200
愛知県のコメツキムシ類の分布概要（１）－クシコメツキ類－ 大平　仁夫 1-8
段戸裏谷原生林の鳥類相について 緒方　清人 9-28
旧新城市の鳥類の分布について 水谷　英夫 29-34
長ノ山湿原の植生と30年間の変化 中西　正 35-54
久田野の変成層状マンガン鉱床と鉱物 横山　良哲 55-64
鳳来寺山自然科学博物館と友の会30年のあゆみ 加藤　貞亨 65-72

平成16年度行事案内の自然記事の再録
　ナガレホトケドジョウ 小山　舜二 73
　豊川がつくった地形 菅谷　義之 74
　クルマシダ　ウラボシ科 三津井　宏 74
平成16年度　事業報告 75-89
高木典雄先生逝去 90
はくぶつかんだより（№91-99） 加藤　貞亨 92

館報36号　［2007年（平成19年）発行］ B5判 絶版

愛知県岩古谷山産シタラミヤマヒサゴコメツキについて
大平　仁夫
鈴木　栄二

1-4

東三河の三波川帯の岩石と鉱物 横山　良哲 5-12
作手清岳湿地－17年間の植生変化 中西　正 13-24

ジュニアナチュラリスト養成楽級－メダカの学校・川ガキ教室－の活動に
ついて
　第一報　環境調査・水生生物調査
　第二報　魚類

西本　ふたば
堀　正和
小山　舜二
小椋　克好

25-34

新城市のヒメハルゼミの分布について 水谷　英夫 35-38
改訂　鳳来寺山の蘚類目録 成田　務 39-45

高木典雄先生追悼文
　高木典雄先生の思い出 成田　務 46
　高木先生とナンジャモンジャ 牧野　彦二 47
　高木先生の思い出 大平　仁夫 48
　博物館の父　高木典雄先生 三津井　宏 49
　高木典雄先生追憶 加藤　等次 50
　優しいまなざしと温和な語り口の高木先生 山田　由乃 52
　あこがれの大人・高木典雄先生 横山　良哲 53

鈴木太吉先生追悼文
鈴木太吉先生を偲んで 横山　良哲 54
つながり　思い出の糸を手繰り寄せながら　太吉先生を偲ぶ 山田　由乃 55

平成17年度行事案内の記事の再録
　コノハズク　フクロウ科 緒方　清人 57
　雑木林 中西　正 57
　竜の爪痕 遠西　昭寿 58
平成17年度　事業報告
はくぶつかんだより（№100～110） 加藤貞亨 78-88

館報37号　［2008年（平成20年）発行］ B5判 絶版
三河地方が原産のサトヤマシモフリコメツキについて 大平　仁夫 1-2
愛知県のコノハズクについて－分布の概要－ 加藤　貞亨 3-8
ジュニアナチュラリスト養成楽級－川原の学校・石ころ教室－の活動について 菅谷　義之 9-16
新城市の天然記念物の紹介（旧作手村、旧新城市） 山田　由乃 17-28
奥三河のセツブンソウとその生育環境 中西　正 29-38
岡崎市鳥川周辺のコケ植物 成田　務 39-46

新城市自然環境基礎調査報告（１）
新城市中宇利丸山周辺の昆虫類の記録 大平　仁夫 47-49
中宇利蛇紋岩地帯のチョウ類の分布について 水谷　英夫 50-52
新城市宇利川の魚類の記録 堀　正和 53-54

平成18年度行事案内の自然記事の再録
ヒメヒカゲ（じゃのめちょう科） 水谷　英夫 55
ムクロジ（むくろじ科） 三津井　宏 55
平成18年度　事業報告 56-73
原田猪津夫先生を追悼して 加藤　貞亨 74-75
はくぶつかんだより（№111～116） 加藤　貞亨 76-81



館報38号　［2009年（平成21年）発行］ B5判 1,200
新城市門谷の安城農林高校演習林で採集した若干の昆虫類 大平　仁夫 1-2
鳳来寺山産蘚類図説（Ⅰ） 成田　務 3-20
カタクリ群落の立地と個体識別によるカタクリの生長 中西　正 21-28

ジュニアナチュラリスト養成楽級－森の学校「山ざる教室」－の活動について

加藤　等次
山田　弘
三津井　宏
中西　正
山田　由乃

29-38

新城市自然環境基礎調査報告（２）
新城市中宇利丸山の蛇紋岩植生 中西　正 39-50
新城市中宇利丸山蛇紋岩地帯の植物 山田　由乃 51-54
新城市東部地域の鳥類の記録 緒方　清人 55-59
新城市日吉・船着山で記録された鳥類について 緒方　清人 60-62

新城市大入川の魚類の記録
堀　正和
小山　舜二

63-64

新城市舟着山周辺のトンボ類の分布について 水谷　英夫 65-69
秋期における新城市舟着山のハムシ類 山﨑　隆弘 70-72
新城市船着山のコメツキムシとその他の若干種の記録 大平　仁夫 73-75
新城市船着山で見出したコオイムシについて 大平　仁夫 76-78
新城市中宇利と富岡のクモ類の記録 緒方　清人 79-81
新城市日吉・舟着山で記録されたクモ類について 緒方　清人 82-89
平成19年度　事業報告 99-107
はくぶつかんだより（№117～123） 加藤　貞亨 108-114

館報39号　［2010年（平成22年）発行］ B5判 1,200
鳳来寺山産蘚類図説（Ⅱ） 成田　務 1-22
愛知県で見出されたシタラミヤマヒサゴコメツキの分布についての若干の知見 鈴木　栄二 23-24

新城市自然環境基礎調査報告（３）
黄柳野湿地の植生 中西　正 25-38
吉祥山（新城側）の植物 加藤　等次 39-46
新城市桜淵左岸附近の蘚類 成田　務 47-51
新城市永住寺のキサゴゴケ14年間の変動 成田　務 52-53
新城市里山のきのこ 山田　弘 54-55
横川発電所西方のシイ林のきのこ 山田　弘 56-57
新城市の茶臼山周辺で記録された鳥類について 緒方　清人 58-59
旧新城市内豊川右岸西部の支流の魚類 堀　正和 60-63
新城市豊川右岸のトンボ類の分布について 水谷　英夫 64-68
新城市船着山のカメムシ類の記録 浅岡　孝知 69-71
茶臼山公園とその周辺のカメムシ類 浅岡　孝知 72-73
新城市門谷のヨコヅナサシガメ 大平　仁夫 74
新城市豊川右岸のチョウ類の分布について 水谷　英夫 75-78
愛知県新城市船着山で採集したテントウムシ類 山﨑　隆弘 79-82
愛知県新城市茶臼山公園のハムシ類 山﨑　隆弘 83-87
新城市茶臼山公園とその周辺のコメツキムシ類とその他の若干名の甲虫類の記録 大平　仁夫 88-90
新城市黄柳野の黄柳野湿地と周辺のクモ類について 緒方　清人 91-96
新城市茶臼山で記録されたクモ類について 緒方　清人 97-102
平成20年度　事業報告 103-112
はくぶつかんだより（№124-130） 加藤　貞亨 113-119



館報40号　［2011年（平成23年）発行］ B5判 1,200

愛知県新城市におけるシロオビチビサビキコリの分布と若干の生態について
大平　仁夫
山﨑　隆弘

1-4

東三河における南方系植物の分布 小林　元男 5-10
奥三河のカタクリ群落 中西　正 11-16

設楽町段戸国有林「６林班湿地」の動植物相とその上木除去実験

（６林班湿原調査会）

落合　圭次
浜島　繁隆
中西　正
鈴木　達夫
飯尾　俊介
野中　光博
山本　義昭
川合　寿之

17-34

鳳来寺山産蘚類図説（Ⅲ） 成田　務 35-46
愛知県のミズゴケ類 成田　務 47-52

新城市自然環境基礎調査（４）
新城市大原調整池（五葉湖）めぐりの植物 加藤　等次 53-59
新城市のコメツキムシの分布資料（2010） 大平　仁夫 60-64
新城市庭野で灯火に飛来した数種の昆虫 大平　仁夫 65-66
愛知県新城市桜淵公園付近のハムシ類の記録 山﨑　隆弘 67-73
新城市桜淵公園一帯のカメムシ類 浅岡　孝知 74-79
新城市八名地区のチョウ類の記録 水谷　英夫 80-84
新路市八名地区のトンボ類の記録 水谷　英夫 85-88
新城市作手地区で初記録の野鳥について 緒方　清人 89-91
新城市吉祥山で2010年に記録した鳥類について 緒方　清人 92-93
新城市作手地区で県下初記録のアゴブトグモを発見する 緒方　清人 94-99
新城市吉祥山で記録したクモ類について 緒方　清人 100-103

旧新城市内豊川右岸東部の支流の魚類
堀　正和
小山　舜二

104-105

新城市内の路上で目撃した野生哺乳類の記録 加藤　貞亨 106-108
鳳来寺山周辺での鳥類調査で確認した野生哺乳類の記録 加藤　貞亨 109-112
平成21年度　事業報告 113-122
はくぶつかんだより（№131～138） 加藤　貞亨 123-130

館報41号　［2012年（平成24年）発行］ B5判 1,200
東三河の植物分布（１） 小林　元男 1-4
栽培漁業センターの植物 小林　元男 5-20
愛知県におけるキサゴゴケの現状と新産地 成田　務 21-23
愛知県産蘚類目録（予報）2011 成田　務 24-32
カタクリ群落の立地と個体識別によるカタクリの生長（２） 中西　正 33-38
鮎瀧のウナギ登り 堀　正和 39-40
新城市連谷地区で見たイノシシの動向について 小山　舜二 41-48

新城市自然環境基礎調査報告（５）
新城市のコメツキムシの分布資料（2011） 大平　仁夫 49-54
愛知県旧新城市地区のカミキリムシ類 山﨑　隆弘 55-62
新城市北東部（朝霧湖・鳳来湖周辺）のカメムシ類 浅岡　孝知 63-66
新城市鳳来地区のトンボ類の記録 水谷　英夫 67-70
新城市鳳来地区のチョウ類の記録 水谷　英夫 71-76
新城市門谷鳳来寺山で記録されたクモ類について 緒方　清人 77-86
新城市黄柳野で記録されたクモ類について 緒方　清人 87-90
新城市内のトカゲ類・ヘビ類の確認記録（１） 加藤　貞亨 91-93
新城市内のカエル類の生息状況（１） 加藤　貞亨 94-96
新城市　乳岩川・亀淵川のコケ植物 成田　務 97-100
大島ダム（朝霧湖）周辺の植物 加藤　等次 101-110

故横山良哲氏追悼文
横山良哲氏を偲んで 仲井　豊 111
横山良哲先生を偲んで 大平　仁夫 122
良哲さんの思い出 三津井　宏 113
ありがとう　さようなら　第11代館長横山先生 山田　由乃 114
横山良哲先生 松岡　敬二 115
横山館長と歩んだ10年 加藤　貞亨 116
平成22年度　事業報告 118
はくぶつかんだより（№139-145） 加藤　貞亨 130-136



館報42号 ［2013年（平成25年）発行］ B5判 700
東三河の植物分布情報（２） 小林　元男 1-8
維管束植物相約30年の変化～浅間山の例～ 小林　元男 9-16
コモチネジレゴケ Tortula pogorum  の生育15年間の変動 成田　務 17-22

新城市自然環境基礎調査報告（６）
新城市旧作手村地域のコケ植物 成田　務 23-30
新城市内支流の魚類 堀　正和 31-34

新城市内のカエル類の生息状況（2）
加藤　貞亨
小椋　克好

35-38

新城市のコメツキムシの分布資料（2012） 大平　仁夫 39-42
新城市南東部（下吉田地域）のカメムシ類の記録 浅岡　孝知 43-47
愛知県新城市から採集したオトシブミ類の記録 山崎　隆弘 49-53
平成23年度事業報告 56-74
はくぶつかんだより（№146-153） 加藤　貞亨 75-82

館報43号 ［2014年（平成26年）発行］ B5判 1,200
博物館誕生の歴史と人 1-4
鳳来寺山自然科学博物館の歩み（年表） 5-11
教育普及活動 12-13
　学習会の開催記録 14-39
展示活動 40-41
　特別展示の開催記録 42-47
調査研究活動 48
　博物館の学術を支える 49-50
　博物館刊行物目録 51-66
収集保存活動 67
地域・学校との連携 68
管理と運営 69
　歴代博物館顧問・学術委員 70-71
　歴代運営審議会委員 72-73
　歴代博物館職員 74-75
鳳来寺山自然科学博物館友の会 76-80
　友の会の歩み 81
自然と人と博物館と
　田靴鉄道自然科学博物館誕生の実話 林　唯一 85
　博物館活動とジオパーク構想 仲井　豊 87
　観察：見るということ 遠西　昭寿 89
　新城花崗岩で解き明かされた黒雲母のバーミュキュライト化 鈴木　和博 90
　新城市の蛾について（１）－先人たちの業績を偲んでー 大平　仁夫 93
　新城市のツキノワグマ　～鳳来寺山で目撃～ 小林　元男 96
　市民と研究者が共にたのしむ博物の世界 山崎　隆弘 97
　鳳来寺山自然科学博物館に関わって 浅岡　孝知 98
　新城市のヒラマイマイ 川瀨　基弘 99

西尾　和久
森山　明彦
市原　俊

　新城市におけるチョウの盛衰 水谷　英夫 101
　博物館の思い出 三津井　宏 102-103
　鳳来寺山と私 中西　正 104-105
　新城市八名井神社のキサゴゴケ 成田　務 106-107
　すばらしい先生方との出会いに感謝！ 山田　由乃 108
　半世紀の歴史を刻んだ鳳来寺山自然科学博物館 加藤　貞亨 109-112

館報44号 ［2015年（平成27年）発行］ B5判 1,200
浅岡孝知氏採集の新城市布里とその周辺地域のコメツキムシ若干種の分布記録 大平　仁夫 1-3
愛知県新城市のタマムシ類 山崎　隆弘 4-10
新城市のヒメドロムシ類の追補 市川　靖浩 11-12
新城市北部（愛郷・布里地域）のカメムシ類の記録 浅岡　孝知 13-18
新城市北部（棚山・四谷地域）のカメムシ類の記録 浅岡　孝知 19-24
新城市鳳来・作手地区のオオムラサキの記録 水谷　英夫 25-27
愛知県三河地方で記録したコウモリ類　　 緒方　清人 28-30
1013．2014年度の調査で確認できた新城市のクモ類 緒方　清人 31-50
長ノ山湿原の植生と４０年間の変化 中西　正 51-72
東三河の植物分布情報(３) 小林　元男 73-80
法面緑化による外来植物の野生化 小林　元男 81-84
平成24年度　事業報告 85-94
平成25年度　事業報告 95-104
博物館の組織 105-106
利用状況 107
施設概要 108-114
博物館50周年記念式典 115-122
博物館だより（№154-168） 加藤　貞亨 123-137



館報45号 ［2016年（平成28年）発行］ B5判 1,000
山崎隆弘氏採集の新城市作手地域に分布するコメツキムシ類の記録（Ⅰ） 大平　仁夫 1-4
新城市（長篠地域）のカメムシ類の記録 浅岡　孝知 5-10
新城市の鳳来寺山周辺におけるチョウ類の分布記録（１） 水谷　英夫 11-14
新城市作手岩波の長ノ山湿原で記録されたクモ類について 緒方　清人 15-20

新城市のホウライジギセルとその近縁種

川瀨　基弘
西尾　和久
松原　美恵子
森山　昭彦

21-26

ミカワギセルの特徴とCOI遺伝子から見た分子系統関係

川瀨　基弘
西尾　和久
松原　美恵子
森山　昭彦

27-30

三河湾佐久島の水生昆虫 市川　靖浩 31-36
カタクリ群落の立地と個体識別によるカタクリの生長（３） 中西　正 37-48
東三河の植物分布情報（４） 小林　元男 49-54
桜淵公園のサクラ（ソメイヨシノ）の樹幹に着生する蘚苔類 成田　務 55-57
愛知県指定天然記念物壱町田湿地のミズゴケ属（Sphagnum L.） 成田　務 58-60
菅谷義之先生を偲ぶ 加藤　貞亨 61-62
平成26年度　事業報告 63-77
博物館友の会 78-80
はくぶつかんだより（№169-174） 加藤　貞亨 81-86

館報46号 ［2017年（平成29年）発行］ B5判 1,200
照葉樹林帯のカタクリ群落，10年間の動態 中西　正 1-8
愛知県自然環境保全地域伊熊神社社叢のコケ植物 成田　務 9-10

新城市玖老勢地域のコメツキ類の分布記録
大平　仁夫
浅岡　孝知

11-16

愛知県新城市に産するツツハムシ類について 山崎　隆弘 17-22
豊川水系巴川におけるヨコミゾドロムシの記録 市川　靖浩 23-24
新城市作手地区におけるマルチビゲンゴロウの記録 市川　靖浩 25-26
新城市（玖老勢地域）のカメムシ類の記録 浅岡　孝知 27-32
新城市大野におけるチョウ類の記録 水谷　英夫 33-40
新城市日吉船着山で記録されたクモ類について 緒方　清人 41-50

鳳来寺山のヒラヒダリマキマイマイ

川瀨　基弘
西尾　和久
松原　美恵子
森山　昭彦

51-54

新城市におけるモリアオガエルの生態と分布の調査 都築　明美 55-58
愛知県の冬虫夏草菌 木村　修司 59-66
新城市内でpodoserpula属の種と思われるきのこを確認 加藤　貞亨 67-68
鈴木和博先生を偲ぶ 加藤　貞亨 69-70

暫定版「津具地域の火山岩と津具金山」
鈴木　和博
（故人）

71-82

平成27年度　事業報告 83-96
博物館友の会 97-99
はくぶつかんだより（№175-181） 加藤　貞亨 100-106

館報47号 ［2018年（平成30年）発行］ B5判 1,200
ミカワバイケイソウ、タイプ産地の植生（１） 中西　正 1-10

新城市槙原地域のコメツキムシ若干種について
大平　仁夫
浅岡　孝知

11-14

新城市（槙原地域）のカメムシ類の記録 浅岡　孝知 15-22
愛知県民の森のチョウ類の記録 水谷　英夫 23-28
新城市作手守義の森林内の細流におけるヒメドロムシ科2種について 市川　靖浩 29-32
愛知県東三河地方と静岡県遠州地方におけるオオシロピンノ（節足動物：
カクレガニ科）の分布

浅香　智也 33-36

新城市重川池親水園地におかるアメリカザリガニの抱卵個体
浅香　智也
中川　雅博

37-40

滅びゆく愛知県の淡水産貝類-鳳来寺山自然科学博物館所蔵の淡水貝標本- 川瀨　基弘 41-46

鳳来寺山自然科学博物館における展示替え-軟体動物（貝類）の展示替え
について-

川瀨　基弘 47-52

天然記念物ネコギギPseudobagrus ichikawai短信-川の生きもの野外学習会から- 堀　正和 53-54
段戸裏谷原生林の鳥類（Ⅱ）について 緒方　清人 55-66

鳳来寺山周辺の流紋岩類について
設楽団体研究
グループ

67-80

博物館とともに歩まれた牧野彦二先生＆新城地方の理科教育を牽引 山田　由乃 81-82
牧野彦二先生を偲んで 加藤　貞亨 83-84
林唯一先生を偲んで 加藤　貞亨 85-86
平成28年度　事業報告 87-102
博物館友の会 103-105
博物館だより（№182-189） 加藤　貞亨 106-113



館報48号 ［2019年（平成31年・令和元年）発行］ B5判 1,300
新城市門谷鳳来寺山のクモ類について 緒方　清人 1-16

新城市鳳来寺山のコメツキムシ若干種の分布記録
大平　仁夫
浅岡　孝知

17-22

新城市（鳳来寺山とその周辺の地域）のカメムシ類の記録 浅岡　孝知 23-30
愛知県作手高原に生息するネクイハムシについて 山崎　隆弘 31-36
新城市作手黒瀬の「黒瀬庄ノ沢緑地」で確認された水生昆虫（2017-2018
年）

市川　靖浩 37-44

鳳来寺表参道と鳳来寺山のチョウ類の記録 水谷　英夫 45-50
豊川のカジカ類sculpins 堀　正和 51-52
愛知県に棲息していたニセマツカサガイ-県内初記録のニセマツカサガイ
標本-

川瀨　基弘 53-56

新城市重川池親水園地におけるアメリカザリガニの季節的消長
浅香　智也
中川　雅博

57-60

新城市の地下生菌 木村　修司 61-64
ミカワバイケイソウ，タイプ産地の植生（２） 中西　正 65-76
田之士里湿原-13年間の植生変化- 中西　正 77-94
愛知県新城市の中央構造線新露頭の発見 鳥居　孝 95-97
東三河のジオパークと博物館の役割 仲井　豊 98
実体験を伴う成長への寄与 堀　正和 99-103
「鳳来寺山紀要」を手にして思うこと 中西　正 104
鈴木和博さんとのご縁 遠西　昭寿 105-106
川村浩先生を偲ぶ 加藤　貞亨 107

館報49号 ［2020年（令和2年）発行］ B5判 2,000

愛知県南部豊川流域の段丘地形とジオサイト　その1　新城市域
河村愛
河村善也

1-12

愛知県南部豊川流域の段丘地形とジオサイト　その2　豊川w・豊橋市域
河村愛
河村善也

13-22

ホソバシャクナゲ群落とその立地　-愛知県民の森の観察から- 中西正 23-32
台風24号（2018）の塩風害とそれが伊勢湾台風の調査地に及ぼした影響 中西正 33-42

愛知県豊橋市と静岡県浜松市のオモイガケナマイマイ

川瀨基弘
西尾和久
松原美恵子
森山昭彦

43-48

貝類分類展示（博物館常設展示）の展示替え目録
　－2018年度末３F貝類展示の展示替えにおける記録-

川瀨基弘 49-52

鳳来寺表参道のチョウ類の記録 水谷英夫 53-60
新城市南部（八名井・一鍬田・富岡・中宇利）のカメムシ類の記録 浅岡孝知 61-72

2019年3月の名古屋市守山区におけるアメリカザリガニの抱卵個体
浅香智也
中川雅博

73-74

豊川水系海老川のタニガワナマズ 浅香智也 75-76
トウカイナガレホトケドジョウの受精卵 浅香智也 77-80
平成29・30年度事業報告 81-95
はくぶつかんだより 加藤貞亨 96-106

館報50号 ［2021年（令和3年）発行］ B5判 2,000
『愛知県民の森」の岩場植生　ヒカゲツツジ群落・コアブラツツジ群落・
ミツバツツジ群落

中西正 1-10

渥美半島の動物-その分布と変化- 中西正 11-22

愛知県で発見されたクチベニマイマイの系統関係

川瀨基弘
横山悠理
市原俊
西尾和久
小畑功
熊澤慶伯

23-30

新城市長篠地区のチョウ類の記録 水谷英夫 31-38
新城市北東部（市川，日吉，吉川，庭野，黒田，小畑）のカメムシ類の記
録

浅岡孝知 39-48

トウカイナガレホトケドジョウの卵から稚魚の成長と産卵期の推定 浅香智也 49-56
浅倉川で確認された淡水二枚貝類 浅香智也 57-58
豊川市におけるヒメミズカマキリの記録 浅香智也 59
豊川市平尾町で確認されたチャイロスズメバチ 浅香智也 60
寒狭峡の呼称 鈴木孝行 61-76
2019年鳳来寺山自然科学博物館の常設展示更新 加藤貞亨 77-86
令和元年度事業報告 87-97
成田務先生逝去 加藤貞亨 98-99
博物館ザッ記No.1～No.6 加藤貞亨 100-105



館報51号 ［2022年（令和4年）発行］ B5判 2,000
寒狭峡のサツキ群落 中西正 1-12
伊良湖岬古山の縞枯れ　Ⅰ．階層構造の変化 中西正 13-22
鳳来寺山の陸貝1：タワラガイ～神様からのプレゼント～ 川瀨基弘 23-26

2012年における豊川のカワニナ類（カワニナ･チリメンカワニナ･クロダカ
ワニナ）の分布

浅香智也
鈴木誉士
中川雅博
川瀨基弘

27-36

豊川の十脚目アナエビ下目1種，アナジャコ下目3種，異尾下目1種の5種の
出現

浅香智也 37-40

野田川合流付近の豊川の魚類とその他の水生生物 浅香智也 41-42
新城市北西部(豊栄,稲木,川田,石田,野田,豊島)のカメムシ類の記録 浅岡孝知 43-52
新城市のクロマダラソテツシジミ（2021年） 藤原優年 53-54
東三河のジオサイトかるた 松岡敬二 55-74
令和2年度事業報告 75-85
原田一夫先生逝去 加藤貞亨 86-87
博物館ザッ記№7～№21 加藤貞亨 88-103

館報52号 ［2023年（令和5年）発行］ B5判 2,000
伊良湖岬古山の縞枯れ　Ⅱ.　群落の変化 中西正 1-12
新城市北東部(杉山,徳定,片山,須長,出沢など)のカメムシ類の記録 浅岡孝知 13-26
鳳来寺山の陸貝2：ニッポンマイマイ　～軟体部が細長く伸長する陸貝～ 川瀨基弘 27-30
定点カメラによる動物の記録 岡田慶範 31-42
トウカイナガレホトケドジョウの人工増殖における繁殖効率の向上と孵化
から3ヶ月後の体長および全長

浅香智也 43-48

2022年における野田川合流付近の豊川の魚類とその他の水生生物
浅香智也
鳥居亮一
鵜飼普

49-52

豊川市におけるサツマヒメカマキリの確認 浅香智也 53-54
アズマヒキガエルのウシガエルに対する誤抱接の記録 杉浦篤史 55-56

奥三河地域におけるムササビの生息状況

森拓矢
尾崎敬代
加藤悠子
沢田晨輔

57-62

県民の森で2019年~2021年に記録した鳥類について 小笠原正博 63-68
新城市に飛来したカモ類の記録（2021～2022年） 藤原優年 69-75

豊川市・新城市のアカボシゴマダラの記録（2022年）
藤原優年
髙橋達夫

76-78

令和3年度事業報告 79-88
博物館ザッ記№22～№30 加藤貞亨 87-95
大平仁夫先生逝去 加藤貞亨 96-97



館報53号 ［2024年（令和6年）発行］ B5判 2,400
鳳来寺山自然科学博物館の誕生 1-7
鳳来寺山自然科学博物館の歩み（年表） 8-17
教育普及活動 18-19
学習会・子ども講座・ナチュラリスト養成講座・ジオツアー等の開催記録 20-48
展示活動 49-54
特別展示の開催記録 55-61
調査研究活動 62
博物館刊行物総目録 63-85
収集保存活動 86-87
管理と運営 88
博物館の学術委員 89-91
歴代博物館顧問・学術委員 92-93
歴代運営審議会委員 94
歴代博物館職員 95
地域・学校との連携 96
鳳来寺山自然科学博物館友の会 97-102
友の会の歩み 103-106
自然と人と博物館 107
新城市の地質・地形の見どころ－自然がつくりだした名勝地を訪ねて－ 仲井豊 108-110
人と鳳来寺山に惹かれて60年 堀正和 111-113
奥三河の自然に育てられ 中西正 114-116
大平仁夫先生 中西正 117
加藤等次先生 中西正 118

ネアンデルタール博物館を訪ねて
河村愛
河村善也

119-123

鳳来寺山自然科学博物館とわたし 山田由乃 124-125
大平仁夫先生を偲んで　～思い出の中に～ 山田由乃 126-127
等兄（とうにい）と呼ばれ慕われた加藤等次先生 山田由乃 128-129
学校教育との連携の可能性に期待 遠西昭寿 130-132
鳳来寺山自然科学博物館と私 川瀨基弘 133-134

新城市初記録のササノハガイ（速報）
川瀨基弘
柴田哲平
浅香智也

135-136

雁峰山系，本宮山系，鳳来寺山系の甲虫類・カメムシ類について 浅岡孝知 137-138
鳳来寺山自然科学博物の軌跡 加藤貞亨 139-145
緒方清人先生を偲ぶ 加藤貞亨 146

館報54号 ［2025年（令和7年）発行］ B5判 1,800
田之士里湿原―17年間の植生変化(1)群落の変化 中西正 1-13

新城市富岡で発見されたミナミタガイ
川瀨基弘
横山悠理
熊澤慶伯

14-19

軟体動物（貝類）の生態展示における展示替え計画～陸貝模型製作による
新たな試み～

川瀨基弘 20-24

鳳来寺山の陸貝3：ウスベニギセル～薄紅色の山地性指標種の煙管貝～ 川瀨基弘 25-26
定点カメラによる動物の記録　2022 岡田慶範 27-37
新城市作手南部地域のカメムシ類等の記録 浅岡孝知 38-48
鳥居喜一寄贈蘚苔類標本の新城市産タイ類2種について 天本匡宥 49-51
水谷英夫先生を偲ぶ 加藤貞亨 52
鳳来寺山自然科学博物館開館60周年記念式典　開催記録 53-60
令和4年度・令和5年度事業報告 61-72
博物館ザッ記№31～№47 73-89

館報55号 ［2026年（令和8年）発行］ B5判 2,100
田之士里湿原―17年間の植生変化（2）群落構成種の消長 中西正 1-29
愛知県の石（岩石）に松脂岩が選定された経緯 吉村暁夫 30-34
新城市作手北部(守義,菅沼,善夫,木和田,黒瀬,岩波,中河内,田原,高里)の
カメムシ類等の記録

浅岡孝知 35-44

鳳来寺山の陸貝4：ツムガタモドキギセル～紡錘形煙管ツムガタギセルに
よく似た紡錘形擬煙管ツムガタモドキギセル～

川瀨基弘 45-47

COI遺伝子からみたホウライジギセル地域個体群の遺伝的多様性
川瀨基弘
松原美恵子
松原和純

48-52

新城市に飛来したコウノトリの記録 藤原優年 53

新城市におけるイシガケチョウの記録（2023～24年）
藤原優年
髙橋達夫

54-55

樹林環境の違いによるムササビの生息状況
森拓矢
沢田晨輔
尾崎敬代

56-68

新城市産タイ類・ツノゴケ類チェックリスト2026 天本匡宥 69-82

2023年と2024年における野田川合流付近の豊川の魚類とその他の水生生物
浅香智也
鳥居亮一
鵜飼普

83-85

水温低下時におけるトウカイナガレホトケドジョウの産卵実験 浅香智也 86-89
豊川におけるスナガニの確認 浅香智也 90-91
豊川市佐奈川水系で発見された国内外来種カネヒラ 浅香智也 92-93
太平洋側に流れる小河川（小判田川）における大型甲殻類の記録 浅香智也 94-95
令和6年度事業報告 96-103


